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証券コード：3636

株主のみなさまには平素格別のお引き立てとご高配を賜り、厚く御礼申し上

げます。

当社は1970年の創業以来、産官学との幅広いネットワークや政策・制度へ

の理解、先端技術に関する科学的知見などの強みを活かし、社会やお客さま

が抱える課題解決に取り組んでまいりました。

当社グループは昨年10月、2030年における「ありたい姿」を描き、そこに至

る中間的な目標像として「中期経営計画2026（中計2026）」をまとめまし

た。中計2026の初年度にあたる今期、当第２四半期累計期間の業績は、概

ね期初計画どおり進捗しています。

中計2026では、社会・公共、デジタル、金融システムの3つの事業を中心に

据えて取り組んでおりますが、今期目標に対する進捗率はいずれも50％を

超えました。

以上をふまえ、通期業績予想は据え置き、中間配当は期初予想どおり1株当

たり80円（前期比5円増配）としております。

中計2026ならびに2030年のありたい姿に向け、引き続き必要な取り組み

を着実に実施してまいります。

社会課題が複雑化しつつある中、当社グループが果たす社会的役割やお客

さまからの期待はますます高まっていると捉えております。シンクタンク・

コンサルティング事業とITサービス事業を融合した社会課題解決企業とい

う特長をさらに強化するとともに、より大きな社会価値を生み出し、豊かで

持続可能な未来を共創してまいります。

ステークホルダーのみなさまには変わらぬご理解・ご支援を賜りますととも

に、当社グループの今後の飛躍にご期待いただきますよう、よろしくお願い

申し上げます。

籔田　健二代表取締役社長

株主のみなさまへ
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普通配当で12期連続増配を目指す

4つの戦略領域

独自の視点で目指すべき未来や社会課題解決に向けた
提言を発信

大型システム案件完遂に伴う影響を既存顧客拡大・新規事業等で抑制

2030年のありたい姿

「社会課題リスト2023」公開

イノベーションによる解決が期待される社会課題を
6つの分野（ウェルネス、水・食料、エネルギー・環境、
モビリティ、防災・インフラ、教育・人材育成）から抽
出し、解説

2024年4月からウェブマガジン「MRIオピニオン」開始

時流に即したテーマをとりあげ、目指すべき未来や社会課題解
決に向けて提言
テーマ
4月号：能登半島地震から見えてきた2つの論点
5月号：エネルギーと資源循環の政策融合

現在の事業規模
440億円

現在の事業規模
260億円

現在の事業規模
510億円

2026/9期の見込み
520億円

2026/9期の見込み
350億円

2026/9期の見込み
460億円

東京都「デジタルツイン実現プロジェクト」
～サイバー空間上のもうひとつの東京～

⃝�3次元地理空間データを共有・可視化するプラットフォーム
を構築・運用

⃝�東京都では水道管等のインフラ管理やデータに基づく政策
立案への活用を推進中
⃝�能登半島エリアでも発災前後のデータを重ねて描画し、被害
範囲の確認等に活用（下図）

アイティフォーと融資業務DX事業で提携
～融資業務に必要な機能の自動化を検討・開発～

⃝�住宅ローン審査業務をAIで自動化
⃝�審査業務の「回答スピード」「効率性」「客観性」の向上を実現
⃝�金融機関のローン審査システムと連携し、審査の効率化を図る

配当方針

⃝�継続的な安定配当を基本に、業績や将来の資金需要、財務健
全性のバランス等も総合的に勘案し決定
⃝�連結配当性向は40%を目安とする

今期配当予想

⃝�中間配当、期末配当をそれぞれ１株につき80円とし、１株当
たり年間配当金は160円を予想
⃝普通配当で12期連続増配を目指す

「中期経営計画2026」を策定
2030年における「当社のありたい姿」を描き、そこに至るまでの中間的な目標を
2026年に定めました。グループ横断の戦略領域で独自の価値提供モデルを構築し、
2030年に向けてしっかりと踏み出していきます。

グループ横断で策定した戦略領域について具体的な取り組み事例をご紹介いたしま す。

社会潮流の形成を図る自主事業 政策・制度知見起点の公共・民間向けサービス事業 経営課題起点の民間向けDX事業 金融システム知見起点の金融機関向け事業
シンクタンク事業 社会・公共イノベーション事業 デジタルイノベーション事業 金融システムイノベーション事業

グループ一体運営のさらなる進化を通じて収益力 向上と事業規模拡大を追求

■ 社会変革を先駆ける未来実装企業グループ 
　 ～高い英知と確かな技術を基盤として、お客さま・パートナーとともに課題を解決
■ 独自の価値を提供する企業グループ 
　 ～研究提言・リサーチ・コンサルティング・IT実装・サービスをワンストップで提供
■ 事業規模として売上高2,000億円規模を目指す 
　 ～戦略自由度向上・ステークホルダーの信頼と社会での存在感確保

中計2026の位置づけ／基本方針

■ 2020年～2030年の3つの中計期間のうち、第二段階「ステップ」と位置づけ（『事業成長イメージ』図参照）
■ シンクタンク・コンサルとITサービスの強みを掛け合わせ、事業規模拡大と収益力強化を追求
■ 4つの戦略領域を設定（下記参照）し、当社グループでワンストップの価値提供モデルを構築

事業成長イメージ 配当方針

+18% +35%

お客さま

データベース

ロボリサ（2023年4月提供開始）
～生成AIを活用し、自動的に情報収集・レポートまで 

作成するサービスを市場投入～

⃝�Webサイトから自動で情報収集・レポート作成
⃝�生成したレポートに誤りがないかチェックする「誤情報検知機能」
を搭載し、レポートの信頼性を向上
⃝�情報収集・レポーティングを日常的に実施しているお客さ
まの業務改革に貢献
⃝�官公庁や民間企業に導入実績あり

データベース



〒100-8141　東京都千代田区永田町二丁目10番3号
TEL 03-6705-6001　　　www.mri.co.jp

株主メモ

事 業 年 度 10月1日から翌年9月30日まで
定時株主総会 12月
基 準 日 定時株主総会議決権行使株主確定日　9月30日

期末配当金支払株主確定日　　　　　9月30日
中間配当金支払株主確定日　　　　　3月31日

株主名簿管理人 三菱UFJ信託銀行株式会社
同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

東京都府中市日鋼町1-1
0120-232-711
（フリーダイヤル 9：00～17：00 土・日・祝日を除く）

郵 送 先 〒137-8081
新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

上記のほか必要ある場合は、取締役会の決議により
あらかじめ定めた日（ ）

決算ハイライト

（単位：百万円）
売上高

2022/9 2023/9 2024/92020/9 2021/9

通期
第2四半期累計

116,620

68,265

118,000
（予想）122,126

66,53473,32573,325
92,020

48,246

103,030

52,328

2024/92023/92022/9

（単位：百万円）
経常利益

2020/9 2021/9

通期
第2四半期累計

10,000
（予想）10,493 10,002

8,387

7,232

7,568

6,464

10,012 9,3419,8369,836

2024/92023/92022/9

（単位：百万円）
親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益

2020/9 2021/9

通期
第2四半期累計

6,400
（予想）7,707

7,788

6,287
6,5337,096

6,466 5,009

4,141

6,212

セグメント別業績

シンクタンク・コンサルティングサービス ITサービス46％
売上高
構成比

54％
売上高
構成比

2024/9

（単位：百万円）
経常利益

通期
第2四半期累計

2023/92020/9 2021/9 2022/9

（予想）（予想）

6,233
5,283

5,058
5,4005,400

6,102

4,4284,428

6,902

5,190
4,265

4,197

2024/9

（単位：百万円）
売上高

通期
第2四半期累計

2023/92020/9 2021/9 2022/9

（予想）

36,101

57,438

30,282

62,653

72,000

37,08837,088

71,663

34,044

68,072

31,524

2024/9

（単位：百万円）
経常利益

通期
第2四半期累計

2023/92020/9 2021/9 2022/9

（予想）

3,1043,104
3,7283,728

3,092

2,171 2,197

4,600
5,560

3,113

5,301

3,361

（単位：百万円）
売上高

通期
第2四半期累計

2022/92020/9 2021/9 2024/92023/9

34,22134,581

17,963

40,376
48,548 （予想）

30,43330,433

46,000

36,23636,236

50,462

20,803

新たに電子ギフトサービスを導入します 株主総会資料の電子提供制度対応を開始します

本年12月開催予定の株主総会より、事前にイン
ターネットにより議決権行使いただいた株主様を
対象に、抽選で電子ギフトを贈呈します。

株主総会資料はウェブサイト上でのご提供とし、株主様のお手
許には抜粋版をご郵送する予定です（従前どおり書面でのお受
取りを希望される場合は、2024年9月30日までに書面交付請求
のお手続きが必要です。下記へお問い合わせください）。

詳細はこちら  https://ir.mri.co.jp/ja/stock/meeting.html

書面交付請求に関する
お問い合わせ

三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
電子提供制度専用ダイヤル　0120-696-505
(受付時間　午前9時～午後5時、通話料無料)

美術館招待券（6月送付分） 施設共通招待券（2025年6月〜）

美術館招待券（12月送付分） 電子ギフト （抽選※) (本年株主総会〜)
※議決権をネット行使いただいた株主様対象

● 従来 ● 今後


